
無垢板のダイニングテーブル、リビングテーブルの製作について 
無垢板のテーブルの製作にあたり、デザイナーからはスマートに見せたいとの要望が多く、さらに肘掛チ

ェアーの肘部がテーブル下に入るようにしたいということで天板下に幕板を回すことができなくなりま

す。それにより幕板を回し､コーナー部に火打ちを付けての脚固定が難しくなります。このような問題点

をクリヤーするため、今回は脚の取り付け方法で金物を使用してみました。さらに、反り防止対策として

鋼製等辺アングルを埋め込むことに致しました。 

１． ダイニングテーブル 

 ウォールナットの原板を採寸して下図のように製作図を描きました。 
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 脚部木取りで 4 本でいいのですが、

 予備も確保しておきました。 

ウォールナット原板状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
天板を NC加工台に木表を下にして反り具合を測定しました。 

画像では上面が下になっています。  

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 



 NCフライス加工状況です。 
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 天板表側のフライス加工済み。 

 ワイドサンダー掛け完了。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 天板小口下面の板厚の不揃いが確認 

  できます。 

 (上面は直線、下面はうねっています。) 
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脚金物のザグリ状況です。（左写真は浅めです。右写真は深めです。）板厚が不均等のためですが、あくま

でも床面からの天板までの高さが 730になるように設定しています。 

 

 
 反り防止の 30*30*t5の等辺アングル鋼の 

 取り付け部のザグリです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 脚金物：ムラコシ製 レッグ FiｘBです。 

        結構、しっかりと接合できます。 

  

 

 
 等辺アングル鋼の取り付け状況です。 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
脚固定状況です。テーブルが重たく、起こし易い態勢で組み立てています。 
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               肘掛チェアーの肘が天板下に入ります。 

 

 

 

 
テーブル下はご覧のようにスッキリしています。 
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  テーブルセット完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  こんな具合にダイニングテーブルが白い部屋を演出しています。 



  
２．リビングテーブル 

 このリビングテーブルは掘り座卓となっています。また、ローテーブルとしても変化するリバーシブル

なリビングテーブルです。天板はタモ柾目無垢剥ぎ板で、脚はウォールナット無垢材で構成されています。

現場では、炉縁取り付けが先行しますので炉の採寸後、テーブルサイズが確定します。なお、炉縁の精度

と脚の納まり具合の確認のため、NC にて脚位置の型紙ベニヤを作成し、現場の炉縁に合わせて確認後製

作に入りました。下図が製作図面です。 
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かくにんのうえ 

                炉縁と脚との位置関係のチェック。 

                       NCで型紙作成し、確認の上、製作を開始しました。 
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                 脚の固定ピン取り付け。 

 

  

 

 

 

 

 

 
 脚固定アンカーφ10の取り付け状況。 

 

  
 脚の内側に面取りを付けることで、炉縁枠と 

脚とに多少余裕を持たせてました。 

 

 

 



 

  

 

 
 反り止め等辺アングル鋼の固定状況。 

 ムラコシ製脚固定金具ﾚｯｸﾞ FixBの 

 取り付け状況です。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 ローリビングテーブル脚の組み立て 

 です。 
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 後日、リモコン収納を取付ました。 

 

  

 

 

 

 
リビングテーブル脚の組み立てです。 

                        中央部は短尺脚の保管場所です。 
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短尺脚の保管位置の取り付け状況。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 アクセント柄のウォールナットです。 

 6箇所あります。 

 

  

 

 
 リビングテーブルのタモ柾目無垢 

 剥ぎ加工状況です。 

 脚はウォールナット無垢材です。 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 
 リビングテーブルの収まり状況。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  手前はφ150＊L1312のボルスター 

 です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 このリビングテーブルもこのリビングの

 大事なパートを演出してます。 
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                   最後に ボルスター：円筒形のクッションという意味らしい。 

 φ150＊L1312の合皮のクッションです。 

 くつろぎの有効な背もたれになりそうです。 
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